
一
、
は
じ
め
に

明
治
用
水
頭
首
工
は
、
国
営
農
業
水

利
事
業
に
よ
り
昭
和
26
年
か
ら
32
年
に

か
け
て
造
成
さ
れ
た
農
業
用
水
を
供
給

す
る
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
で
あ
る
と

と
も
に
、
工
業
用
水
、
水
道
用
水
も
供

給
す
る
西
三
河
地
域
の
重
要
な
社
会
イ
ン

フ
ラ
施
設
で
あ
る
。

令
和
４
年
５
月
に
漏
水
事
故
が
発
生

し
、
漏
水
事
故
の
発
生
直
後
か
ら
、
用

水
を
確
保
す
る
た
め
の
ポ
ン
プ
の
設
置
等

が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
漏
水
発
生
の

原
因
分
析
や
対
策
工
事
の
実
施
に
向
け

た
現
地
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。

今
回
、
明
治
用
水
頭
首
工
の
現
場
で

行
っ
た
各
種
調
査
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。

二
、
各
種
現
地
調
査
の
概
要

①
漏
水
・
空
洞
の
状
況
、
②
止
水
の

状
況
、
③
堰
本
体
・
付
帯
工
の
状
態
等

を
確
認
す
る
た
め
に
、
主
と
し
て
表
１
に

示
す
現
地
調
査
を
実
施
し
た
。

三
、
調
査
に
お
い
て
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　

手
法
、
技
術

（
一
）�

初
動
調
査
（
５
月
下
旬
～
６

月
上
旬
）

漏
水
事
故
の
発
生
直
後
か
ら
、
漏
水

部
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
緊
急
対
策
工
事
（
大
型
土
の
う
に
よ
る

仮
締
切
）
が
開
始
さ
れ
た
が
、
こ
の
段
階

で
は
空
洞
の
状
況
や
構
造
物
の
安
全
性
が

把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
河
川
内

へ
の
立
ち
入
り
は
危
険
と
判
断
さ
れ
、
調

査
位
置
や
調
査
方
法
が
限
定
さ
れ
た
。
一

方
、
漏
水
の
吸
込
口
の
位
置
・
状
況
か

ら
、
漏
水
発
生
直
後
に
上
流
エ
プ
ロ
ン
と

魚
道
の
間
を
多
量
の
河
川
水
が
流
下
し

た
こ
と
に
よ
り
張
コ
ン
ク
リ
ー
ト
下
に
大

規
模
な
空
洞
が
で
き
て
い
る
と
想
定
さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、
早
急
に
河
川
内
に
立
ち

入
る
こ
と
な
く
実
施
可
能
な
空
洞
調
査

と
し
て
、
張
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
中
レ
ー

ダ
ー
探
査
を
実
施
し
た
。
な
お
、
調
査
方

法
は
、
レ
ー
ダ
ー
ア
ン
テ
ナ
の
み
を
張
コ

ン
ク
リ
ー
ト
上
に
下
ろ
し
て
魚
道
内
か
ら

操
作
す
る
こ
と
に
よ
り
作
業
の
安
全
性
を

確
保
し
た
。
後
に
張
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
切

断
・
撤
去
し
た
結
果
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探

査
と
同
範
囲
の
空
洞
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
探
査
結

果
の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た
。

図1　漏水発生直後の頭首工全景（令和4年5月19日撮影）

表1　現地調査一覧表

図2　地中レーダー探査作業状況
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（
二
）�

河
川
内
調
査
（
６
月
中
旬
～

８
月
下
旬
）

出
水
期
の
河
川
内
調
査
で
あ
る
た
め
、

気
象
情
報
（
天
気
予
報
、
台
風
情
報
）

を
随
時
確
認
す
る
と
と
も
に
、
河
川
管

理
事
務
所
か
ら
洪
水
情
報
（
上
流
ダ
ム
の

放
流
予
定
）
の
提
供
を
受
け
、
頭
首
工
地

点
で
の
水
位
上
昇
を
想
定
し
て
河
川
外
へ

の
退
避
、
機
材
の
全
撤
収
等
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
安
全
性
に
留
意
し
て
作
業
を
進

め
た
。

①
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

調
査
ボ
ー
リ
ン
グ
（
計
20
本
）
及
び
原

位
置
試
験
に
よ
り
、
構
造
物
（
堰
体
、
エ

プ
ロ
ン
）
下
の
空
洞
分
布
（
範
囲
、深
さ
）

及
び
地
質
状
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

調
査
孔
を
利
用
し
た
空
洞
内
の
水
中
カ
メ

ラ
調
査
、
流
向
・
流
速
調
査
に
よ
り
空
洞

内
の
状
況
を
確
認
し
た
。
な
お
、
堰
体
上

へ
の
ボ
ー
リ
ン
グ
マ
シ
ン
及
び
資
機
材
の

搬
入
出
は
、
用
水
確
保
の
た
め
の
応
急
対

策
工
事
に
お
い
て
左
岸
道
路
に
常
設
さ
れ

て
い
た
ラ
フ
テ
レ
ー
ン
ク
レ
ー
ン
２
０
０

ｔ
吊
（
作
業
半
径
45
ｍ
）
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
迅
速
に
作
業
（
設
置
撤
去
、

緊
急
時
の
撤
収
等
）
を
進
め
る
こ
と
が
出

来
た
。

②
下
流
エ
プ
ロ
ン
の
削
孔
調
査

コ
ア
ド
リ
ル
に
よ
り
エ
プ
ロ
ン
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
削
孔
（
計
62
本
）
し
、
エ
プ
ロ

ン
下
の
空
洞
分
布
（
範
囲
、
深
さ
）
を
確

認
す
る
と
と
も
に
、
調
査
孔
を
利
用
し
た

簡
易
貫
入
試
験
、
水
中
カ
メ
ラ
調
査
、
流

向
・
流
速
調
査
、
水
圧
測
定
に
よ
り
空

洞
内
の
状
況
、
被
圧
水
頭
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
エ
プ
ロ
ン
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
継
目

部
を
削
孔
す
る
こ
と
に
よ
り
、
継
目
に
止

水
板
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
た
。

③
ト
レ
ー
サ
ー
試
験

流
入
及
び
流
出
箇
所
が
不
明
瞭
で
あ
っ

た
河
川
内
調
査
の
初
期
段
階
に
お
い
て
、

上
流
エ
プ
ロ
ン
流
入
箇
所
付
近
に
色
水
を

投
入
し
、
下
流
か
ら
の
流
出
を
確
認
す
る

こ
と
に
よ
り
、
空
洞
内
の
平
均
流
速
、
流

出
箇
所
（
複
数
）
を
特
定
し
た
。

④
水
中
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ

流
入
及
び
流
出
箇
所
に
お
い
て
、
３
Ｄ

水
中
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
計
測
を
行
い
、
空

洞
位
置
、
形
状
、・
面
積
等
を
確
認
し
た
。

計
測
画
像
は
、
漏
水
の
流
入
及
び
流
出

箇
所
の
形
状
に
加
え
、
既
設
エ
プ
ロ
ン
の

崩
壊
状
況
や
露
出
し
た
遮
水
矢
板
の
形

状
等
も
明
瞭
に
確
認
さ
れ
た
。

⑤
磁
気
探
査

磁
気
探
査
は
、
磁
場
の
乱
れ
（
磁
気

異
常
）
を
計
測
し
て
地
中
の
強
磁
性
体

の
分
布
を
推
定
し
、
対
象
物
（
鋼
矢
板
）

を
検
知
す
る
調
査
で
あ
り
、
止
水
矢
板

の
設
置
範
囲
、
深
度
等
を
確
認
す
る
た

め
に
堰
体
に
お
い
て
削
孔
し
た
調
査
ボ
ー

リ
ン
グ
孔
を
利
用
し
て
実
施
し
た
。
な

お
、
止
水
矢
板
の
設
置
範
囲
（
左
岸
端

部
）
は
、
水
中
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
結

果
と
概
ね
合
致
し
た
。

⑥
空
洞
分
布
の
把
握

前
述
の
各
種
調
査
結
果
に
よ
り
、
堰

体
、
エ
プ
ロ
ン
下
の
空
洞
分
布
状
況
を
把

握
し
、
下
流
エ
プ
ロ
ン
の
流
出
口
付
近
で

は
最
大
５
ｍ
を
越
え
る
空
洞
を
確
認
し

た
。
空
洞
は
、
Ｐ
１
堰
柱
か
ら
左
岸
寄
り

に
連
続
性
を
示
し
、
パ
イ
ピ
ン
グ
の
進
行

に
伴
い
拡
大
す
る
と
と
も
に
下
流
エ
プ
ロ

ン
下
部
で
蛇
行
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
、

複
雑
な
形
状
を
示
し
て
い
た
。

四
、
お
わ
り
に

本
調
査
は
、
段
階
毎
の
調
査
結
果
を

踏
ま
え
、
多
く
の
関
係
者
に
よ
り
調
査
の

手
法
・
範
囲
を
随
時
、
議
論
・
検
討
し

な
が
ら
進
め
ら
れ
、
漏
水
の
原
因
究
明
及

び
対
策
工
事
の
実
施
に
向
け
た
基
礎
資

料
と
な
る
空
洞
の
分
布
状
況
や
構
造
物

の
状
態
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
ま
た
、
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査
や
水
中

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
、
磁
気
探
査
等
に
つ
い
て
、

各
種
調
査
結
果
や
対
策
工
事
に
よ
る
構

造
物
撤
去
後
の
空
洞
状
況
等
と
突
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
調
査
手
法
や
調
査
結
果

の
妥
当
性
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
、
全
国

に
お
け
る
頭
首
工
の
調
査
を
実
施
す
る
に

当
た
っ
て
、
こ
れ
ら
非
破
壊
調
査
や
新
技

術
を
含
め
た
調
査
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
。

（
２
０
２
３
年
８
月
受
稿
）

図3　水中3Dスキャナ計測画像

図4　磁気探査概要図

図5　空洞分布図
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